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2016 年度点検・評価シート 
Ⅰ 評価項目・担当部局 
対象部局 法学研究科 
評価基準 7 教育研究等環境 
点検・評価項目(4) 7-4 教育研究等を支援する環境や条件は適切に整備されているか。 
 ティーチング・アシスタント（ＴＡ）・リサーチ・アシスタント（ＲＡ）・技術スタッフなど教育研究支援体制

の整備 
研究会、セミナー、シンポジュウム等の開催および学術雑誌の刊行状況  

点検・評価項目(6) 7-6 教育研究等環境の適切性について定期的に検証を行っているか。 
評価の視点 責任主体・組織、権限、手続きを明確にしているか。また、その検証プロセスを適切に機能させているか。 

 
Ⅱ【点検・評価項目ごとの現状説明】 

7-4 TA の任命や講演会などを実施することで院生の研究意欲を高める工夫をしている。 
院生向けの講演会を 2 回開催した。2016 年 3 月には法律学専攻が主催してドイツのライン・フリードリヒ・ヴィルヘルム大学

ボンから講師を招き、講演会を実施した。2015 年 11 月には政治学専攻主催（国際比較政治研究所・共催）で跡見学園女子大

学から講師を招き、講演会を実施した。また「大東法政論集」という院生の研究成果を公表する学術雑誌も年間 1 回、刊行し

ている。 
7-6 院生からの要望について定期的にヒアリングを行い、それを予算編成に反映できるような工夫をしている。 

【効果が上がっている事項】 
7-4 予定していた講演会や大東法政論集の刊行などを実施した 
7-6  

【改善すべき事項】 
7-4 院生向けの講演会を多く開催していきたい。 
7-6  

 
本項目の根拠資料（データ類、裏付けとなる資料） 

B7-27 大東文化大学ホームページ（自己点検・評価活動） 
http://www.daito.ac.jp/information/examine/inspection/index.html 
B7-30 大学データ集 ≪既出≫B1-22 
＜大学基礎データ＞ 
d1-表 2  全学の教員組織 
d1-表 5  校地、校舎、講義室・演習室等の面積 
〔追加資料〕 
 

 
Ⅲ 【達成目標】目標の進捗状況は、「S：完全に達成」 「A：概ね達成」 「B：やや不十分」 「C：不十分」 で、評価する。 

達成目標 目標達成の指標となるもの  評価 
2014 2015 2016 2017 2018 

中期目標 
(2014～ 
2018） 

7-4 研究科独自の研究会、セミナ

ー、シンポジュウムを開催する。 
研究科独自の研究会、セミナー、シンポ

ジュウムが開催されている。 
→   B   

7-6 教育研究支援体制を定期的に

検証する。 
FD 研究会等で、教育研究支援体制に関

する定期的な検証が行われている。 
→   A   

14 年度 
目標 

7-0 外国人学生の日本語指導に関

する検討を開始する。 
FD 研究会において外国人学生の日本語

指導の方策を議題として取り上げ、検討

する。 

→ S     

15 年度 
目標 

研究科独自の研究会、セミナー、シ

ンポジウムを開催する 
研究科独自の研究会、セミナー、シンポ

ジウムなどを開催した。                

  S    

16 年度 
目標 

7-4 外国人学生の日本語能力につい

ては分野別（会話、読解、論文作成）

にわけて細かく指導していく。この

ため指導教授と TA が緊密に連絡を

外国人学生が自信を持ち、報告や論文作

成ができるような能力を身に着ける。 
   B   
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取り合う体制を構築していく。 
 


